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【業務紹介】 海事技術専門官
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国土交通省

中部運輸局

（日本の船と海の専門行政官）
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➢島国である日本は、生活や産業に必要

な物資の多くを輸入に頼っています。

その輸入のほぼ100%が船により国際

海上輸送＊されていることを、皆さんは

ご存じでしょうか？

➢ 例えば、船で輸入された原材料を使用した商品がなくな
ると、コンビニやスーパーの棚がほとんど空っぽになり、
日常の生活は成り立たなくなるのです。

➢また、船による大量かつ長距離の輸送は、CO2による環

境負荷が小さく、高い物流効率や省人化の観点からも、
地球と人に優しい物流モードとして期待されています。

➢我が国にとっての船は、いまとこれからの当たり前の生
活に欠かすことのできない「最重要の物流インフラ」です。

はじめに～船は「最重要の物流インフラ」

＊国内海上輸送の割合は約40%



私たちは「海事技術専門官」です

➢船舶検査官は、我が国の船舶の安全と環境を守るため

の技術基準を策定し、船のハードとソフトの広範にわた

り検査を行っています

➢船舶測度官は、我が国の船舶の指標となる船の大きさ

を算定し財産としての登録を行うほか、船のパスポート

（トン数証書）の発給も行っています

➢外国船舶監督官は、日本に寄港した外国の船舶に対し

て、国際条約の技術基準への適合性や船員の資格等

を確認し、適合しない場合には是正を指導しています

国交省の海事技術専門官は、100年以上の

歴史を有する日本の海事技術行政の専門家
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「船舶検査官」の仕事をわかりやすく・・・

➢国土交通省海事局の船舶技官＊

（技術系の公務員）です

➢技術基準（法律、省令など）に
基づいて船舶の検査を行います

我が国の船舶の安全確保や海洋と
大気環境の汚染防止に務めています
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＊国交本省採用、全国勤務



【参考】 タイタニック号の海難事故 （1912年）

１９１２年４月１４日夜半、英国サザンプトンから米国
ニューヨークへ処女航海中であった当時世界最大級の 旅
客船“タイタニック号（総トン数４６,３２８トン）”
が北大西洋ニューファウンドランド沖で流氷と衝突し、船
体に破口を生じ浸水、沈没。
２２００人を超える乗船者中約１５００人が犠牲になった。

－ 事故原因（諸説有） －

○ 船体の構造上の問題

○ タイタニック号が発した発火信号の意味を
他船が理解できなかった

○ タイタニック号からのＳＯＳ無線信号
を他船が気付くのが遅れた

○ 救命艇の収容人数が最大搭載人員
の約半数分しかなかった
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➢ この海難事故を契機に、船舶の安全を守るための
国際条約（1914年のSOLAS条約）が策定された。



なぜ船舶検査官になりたいと思った？

① 船を見ることが好き
② いろいろな種類の船に関わりたい
③ 一つの業務に縛られず、様々なことに挑戦したい

➢ 様々な種類の船（旅客船、漁船、巡視船など）を検査します
➢ 船体、エンジン、プロペラなど、様々な設備を検査します
➢ 本省勤務や他の機関（海上保安庁、外務省など）への出向
など、さまざまな業務に携わる機会があります

8三菱重工マリタイムシステムズHPより 「飛鳥Ⅲ」
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事務処理、
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自由 就寝

スケジュール例

船舶検査官の一日＠清水庁舎

9

➢ 就業時間 ８：３０～１７：１５（昼休憩１２：００～１３：００） ※支局の場合

➢ 午前は造船所等で検査、午後は庁舎内で事務処理等を行う日が多いです

造船所の様子オーケストラサークルの練習

清水庁舎の執務室 海上運転の様子
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造船所での検査～船体～
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➢ 造船所へ出向き、船の検査を行います
➢ 当初は先輩検査官と一緒に検査に行きますが、
今では一人で行くことが多いです

船底外板の検査
（大きな傷やへこみが
ないかなどをチェック）

船体内部の検査
（溶接に異常がないかなどをチェック）

➢ 暑い場所や狭い場所、高い場所での作業もある
ため、安全第一で検査を行います

➢ 大きな船の検査には、とてもやりがいを感じます



造船所での検査～設備・機関～
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➢ 船にはたくさんの設備や機関が搭載されています
➢ 設備ごとにルールがあるので、一つずつ勉強しています

救命・消防設備の
チェック

エンジンのパーツに
割れ等の異常が無い
か確認します

造船所の意見も聞
きながら交換部品を
決定します
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庁舎内での事務処理
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➢ 午後は、庁舎内で事務処理などを行うことが多いです
（図面審査や打ち合わせ、翌日の検査準備など）

➢ 事務処理は、検査事務担当者と協力して行います

ルール（船舶六法など）を確認しながら図面審査を
行います

船が持たなければならない書類（検査証書や検査手
帳など）の作成を行います



海事技術専門官のキャリアプラン①
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➢ 勤務先は、海に面したほぼ全ての都道府県にある地方運輸局
本局、各県支局と事務所のほか、国交本省（東京・霞が関）

➢ 転勤頻度は、概ね２～３年前後が目安（家庭の事情などにより、
勤務地域についてはある程度の配慮可能）

【清水庁舎】

【鳥羽海事事務所】



海事技術専門官のキャリアプラン②

➢海外検査
船舶検査官としての経験を積んで
海外建造の大型クルーズ客船
（日本籍）などの製造検査を行う
ことができます 「飛鳥Ⅲ」

（郵船クルーズ株式会社）
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➢他の行政機関での船舶業務

他の省庁や行政機関へ出向し、船舶業務に携わる機会があります
海上保安庁（巡視船艇の計画工務）、外務省（在外公館での勤務）、JRTT鉄道・運
輸機構（船主への技術支援）など



採用後の業務サポート
「採用されたけれどわからないことばかり、業務についていけるか不安だ・・・ 」

機関解放研修

航海用具研修

入省から安心の研修制度

• 研修を通して専門官として

必要な知識を広く学ぶ

• 若手向けオンライン研修が定期開催

• 上司と一緒に現場同伴、アドバイス

研修

周囲のサポート、OJT等オンライン研修
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造船所での研修



業務紹介パンフレット～海事技術行政について～
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➢ 詳しくは→

海事技術行政



Q&A

Q. 給与には満足していますか？

国家公務員なので、性別による格差がなく、年齢に応じて着実に給与が
上がるので、お金の面で不安を感じることはあまりありません。

Q. 福利厚生はどうですか？

国の機関として、ワークライフバランスの充実に積極的に取り組んでおり、
休暇(有給年間20日間、特別休暇)や諸手当(通勤手当、住居手当)の充実のほか、仕
事と育児介護の両立支援制度もあります。

諸手当の概要（人事院HPより）→

Q. 必要な資格などはありますか？

特に求められる資格等はありませんが、英語はある程度できると
取りかかりやすい業務もあります。配属先によっては検査するところが遠い場合があ
るため、運転免許証も持っていると便利です。

Q. 休暇はとりやすいですか？

とりやすいと思います。時間休の制度を使って、出勤時間を
ある程度調整することもできます。
また状況によっては、テレワークで業務を行うこともできます。 17



最後に皆さんへ

「海事技術専門官」という職業、皆さんは初めて聞いたかもし
れませんが、我が国の船に関する専門家として様々な体験
ができる仕事です！
もちろん大変なこともありますが、その分とても面白くやりが
いがあります！皆さんも採用試験に挑戦してみませんか！
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